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ご来場者の声

左から、原田慶太楼 (指揮)、最上峰行（オーボエ
＆イングリッシュ・ホルン）、清塚信也 ( ピアノ )

ホットな夏の祭典
華やかに終幕！

まさに、ダイナミック！夏のフィナー
レに相応しい迫力満点な演奏＆指揮
でした。今回初めてだったので来年も
楽しみにしてます。（40代・会社員・ペ
ンネM）／原田さんの躍動感あふれる
指揮、すばらしかったです！昨年の
フィナーレ同様、なぜこの曲を選んだ
か、という理由を事前に説明してくだ
さることでより楽しめました。東響は
聴くたび「今日来て本当に良かっ
た！！」と思えるすばらしいオケ！こ
れからも楽しみしています♡（40代・
自営業・ちゃーこ）／今までにない、あ
たらしい世界の音楽を聴いたような
時間でした。（20代・学生・オトノイロ
ドリ）／しきしゃとピアノが重なるよ
うに聴こえて、とても美しかった。と
くにラヴェルは、音が飛ぶようだった
からいいと思った。またききたい。（10
歳未満・万理絵）／今日は、ステージを
真横から見る席だったので、オーケス
トラの渦に吸い込まれそうになりま
した！拍子がコロコロ変わるリズム
系の曲は聴くのが苦手でしたが、今日
はオーケストラの音に身を委ねて聴
いていたらとても楽しかったです。
（50代・Nori）／プレトークがあるこ
とで、これから演奏される楽曲への興
味が増し、より演奏が楽しめた。踊り
というテーマで組まれている統一感
も良かったし、また、アンコールの最
後は皆で手拍子をし、一体感を得られ
ワクワクしました。100点満点の演奏
会でした♪（60代・無職・アラレ）／ダ
ンソン第２番でなく、第 9番をとりあ
げてくれたところがスバラシイ！！初
めて聴きましたが、ヤミツキになる曲
でした。原田さんの指揮もおもしろく
てステキー！！清塚さんのピアノ、遊
んでいるみたいで本当に楽しんで演
奏しているのが伝わってきました。本
当に楽しかったです！！ブラボー！！
（30代・会社員・タコ）／プレトークに
始まり、公演はもちろん、最後のアン
コールに至るまで楽しみました。素晴
らしかった。クラシックって本当にい
いね！来年のサマーミューザが待ち
遠しい。（70代・無職・シロちゃん）
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京交響楽団によるフィナー
レコンサートには、同団正

指揮者の原田慶太楼が４年連続
での登場。今年もフェスタの締
め括りにふさわしい楽しいコン
サートを披露してくれた。
　１曲目はラヴェルの「道化師の
朝の歌」。冒頭の弦楽器のピッ
ツィカートから目覚ましい音色。
鮮やかでカラフルな演奏。踊る
ような音楽。ファゴットのソロ
も魅力的。マルケスの「ダンソン」
からは、有名な第２番ではなく
2017年作曲の第９番が選ばれ
た。原田が激しくリズミックに
オーケストラを鼓舞。キレのよ
い音楽。哀愁を帯びた旋律は濃
厚に歌う。そして、邦人作品の
紹介に力を入れている原田は、

今年は芥川也寸志の「交響管弦楽
のための音楽」を取り上げた。
20世紀ソ連を想起させるモダン
で聴きやすい作品。第１楽章は
軽快、第２楽章は弾むような躍
動感。
　演奏会後半は、まず、ラヴェ
ルのピアノ協奏曲。独奏の清塚
信也は、自由度の高い演奏を展
開。第２楽章冒頭の表情はたっ
ぷりと。第３楽章ではオーケス
トラとのセッションを楽しむ。
ソロ・アンコールで、「道化師の
朝の歌」を交えながらラヴェル
の「亡き王女のためのパヴァー
ヌ」を自らジャズ風にアレンジ
した「亡き王女のためのChill」を
演奏。これがなかなか洒落てい
て面白かった。そして最後は、

チャイコフスキーの「眠りの森の
美女」組曲。原田は大きな起伏
でドラマティックに作品を描き、
“ダンス”をベースにしたプログラ
ムを華やかに結んだ。アンコー
ルには、芥川也寸志の行進曲「風
に向かって走ろう」。聴衆の手拍
子も加わって、ホットな夏の祭
典に終わりが告げられた。また
来年！！
             （山田治生／音楽評論家）

LINEスタンプ
好評発売中
（全16種・ 税込120円）
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プレトークの様子
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【左上から敬称略】7/22東京交響楽団 オープニングファンファーレ｜7/29出張サマーミューザ@しんゆり！神奈川フィルハーモニー管弦楽団（熊倉優、横坂源、古海行子）｜8/10神奈川フィ
ルハーモニー管弦楽団（沼尻竜典、辻井伸行）｜8/1読売日本交響楽団（セバスティアン・ヴァイグレ）｜8/9日本フィルハーモニー交響楽団（カーチュン・ウォン、須川展也）｜8/2東京フィル
ハーモニー交響楽団（出口大地）｜7/30山形交響楽団（鈴木秀美、石上真由子）｜7/25洗足学園音楽大学｜8/8日本センチュリー交響楽団（秋山和慶、HIMARI）｜8/11東京交響楽団 フィ
ナーレコンサート（原田慶太楼、清塚信也）｜7/22東京交響楽団 オープニングコンサート（ジョナサン・ノット）｜8/5真夏のバッハVIII｜8/5イッツ・ア・ピアノワールド（小川典子、田久
保萌夏）｜7/26東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団（高関健）｜8/6新日本フィルハーモニー交響楽団（広上淳一）｜7/29 NHK交響楽団（キンボー・イシイ、マルティン・ガルシア・
ガルシア）｜8/5出張サマーミューザ@しんゆり！東京交響楽団（広上淳一）｜7/23サマーナイト・ジャズ｜8/7昭和音楽大学（時任康文）｜7/28東京都交響楽団（大野和士、久末航）｜撮影: 
池上直哉（7/22、7/25、7/30、8/1、8/5しんゆり公演、8/6、8/10）、平舘平（7/28、7/29、8/2、8/5、8/7、8/8、8/11）、藤本史昭（7/23、7/29しんゆり公演）、増田雄介（7/26、8/9）
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総来場者数は約2万6千人  ありがとうございました
祭りの賑わいが戻った21日間・19公演！
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